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鉢 物 用 土 に 関 す る 試 験

一――モ ミ殻用上とシクラメンの養分吸収
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図 1 生体重 (1鉢当り)
(12月 6日 調査 )

2 養分濃度と養分吸収量
シクラメンの養分濃度は,表 1に示すように,チ ッソ濃

度については,各部位ともモミ殻用上区が低く, リンサン

濃度は高くなつた。カリ濃度は腐葉用上区にくらベモミ殻

用上区が地上部で135%,球根部で035%. 根部で118

1  1ま  し が  き

宮城県の鉢物生産は,ンクラメンを中心にいろいろな種

類が栽培されている。その中で鉢物用土に使用する腐葉の

人手が困難になりつつあり,腐葉にかわる用上の開発が急

がれている。本県では,容易に取り扱えるモミ殻を利用し,

シタラメンの用上の素材として実用化してきた。本試験で

は,モ ミ殻用土を使用した場合のシクラメンの養分吸収と

土壌物理性について検討したので,その結果を報告する。

2  試 験 方 法

供試花キ(品種): シクラメン(パ ーバー7)
試験規模 : 1区 20鉢

用上素材と内容 : 腐葉および土壌は, 75菫ほどのふ

るいにかけ,そ ミ殻は,舟型形状がなくなる程度,お よそ

7割はど粉砕した。各素材の理化学性は,腐葉では,Cnc

が 48 8 me,モ ミ殻 11 8me,土壌 22 6me,0/Nでは,

腐葉が 188,そ ミ殻950,土壌 134であり,水溶性成分とし

て,カ リが腐葉で22窃 に対し,そ ミ殻が 140ηと濃度が高

く,上壌は18ηであつたo用土の PIIは ,苦土石灰で 65

に調整した。使用した土壌は,壌上で腐植含量は, 347¢

である。

試 験 区

腐葉用土区 : 腐葉 3,土壌 7の容積割合で混合

モミ殻用土区 : モミ殻 3.土壌 7の容積割合で混合

施肥法 : 液肥(10-4-8)を 300倍に希釈して,

4号素焼鉢は,適 1回 20～ 611 ttι ,6号素焼鉢は,週 1回 150

m′を施用,全施肥量は,テ ノツ610%, ソンサン244η ,

カリ488ηである。

耕種条件 : 1977年 8月 31日播種,1978年 1月 11日 箱

仮植, 3月 27日 3号黒ポツボットに鉢上げし, 6月 5日 4

号素焼鉢, 9月 6日 6号素焼鉢に鉢がえした。

試 験 結 果

1 生育状況
ンクラメンの生育経過についてみると, 4号素焼鉢に鉢

がえした 6月 5日 および 6号素焼鉢に移した時には,草姿

ならびに花あがりは,腐葉用上区,■ ミ殻用上区の処理区

間に差はみられなかつた。シクラメンの生体重をみると,

総重量ではモミ殻用上区は290夕 ,腐葉用上区は360夕 で

あつた。ンクラメンの総重量を各部位ごとr_み ると,図 1

に示すように,地上部および根部の重量については,腐葉

用上区が重く,球根部は,モ ミ殻用上区の生育がよかつた。

乾物重は,図 2に示すように,生体重と同様な傾向がみら

れた。
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図 2 乾物重(1鉢当り)
(12月 6日 調査 ,
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分

養 計≫
部 位

地上部 球 根 根 全  体

N
区
区組概

腐

モ

0 76
0 53

PzOs 1腐 葉 土 区2モ ミ殻上区
0 78
0 66

1 20
141

K20 区
区難挺

腐
モ

218
3 53

表 1 養分濃度 (乾物%) (12月 6日 調査)

地上部       球 根       根

図 3 養分吸収量 (1鉢当り)
(12月 6日 調査 )

%と 高まっている。 養分吸収量は図 3に示すようr_,チ
ッンは腐葉用土区で 地上部,根部で多く吸収しているが,

モミ毅用上区では球根部にやや多く吸収された。リンサン

では,チ ッンと同様の傾向がみられた。カリについては,

いずれもモミ殻用上区が多く吸収した。これを各部位ごと

r―みると,特徴的なのは,球根部でチッソ, ソンサン,カ

′ともモミ殻用上区がまさつている。吸収量は,腐葉周上

区でチッン731%, リンサン265%,カ リ657%に対し,

モミ毅用上区でチッソ466%, リンサン196η ,カ リ864

露となる。腐葉用上区のチッソ. リンサン,カ リの吸収量

を 100に した場合のモミ毅用土区の吸収割合は,チ ッンで

64, リンサンで74,カ リで 131と なり,そ ミ殻を施用する

ことにより,カ リの吸収は,高まるが,チ ッン, リンサン

の吸収は抑制された。

3 用土の物理性
用土素材の物理性をみると,モ ミ殻を 7割程度粉砕する

と,仮比重で,腐葉と同比重になる。土壌二相は,腐葉や

表2 用上の物理性

そミ殻添加により,固相の割合が減少し,液相+気相の孔

隙量が増加する。モミ殻用上区は,腐葉用上区にくらべ ,

固相でおよそ5%少なく,孔際の面で 5%多 くなる。モミ毅

用土区は,固相が459%に対し子L隙量は541%と なり,鉢

物用上として好適な条件を示しているといえる。

用上中の水分状態は,最大容水量をみると,腐葉用上区

は,488%に 対し,モ ミ殻用上区は,541%,自 然排水に
ともなう重力水はモ 殻ヾ用上区が275%, 腐葉用上区が
148%と なり,モ ミ殻用上区は,気相割合を大きくし,通

気性が高まり,根部の生育によい条件となる。

しかし,ほ場容水量はモミ殻用上区が266%,腐葉用上

区が340%になる。

用上の水分経過について,図 4に示すように,モ ミ殻用

上区の灌水後の水はけは良好であり,ほ場容水量の保水性

も好適な条件に推移した。土壌水分の低下は灌水直後は急

速であるが,漸次減少し, 2週間後には腐葉用上区,そ ミ

殻用上区とも10%前後に収束した。

栞場泉    経 過 回 数
量 量

図4 灌水後の土壌水分の変化

4 ま  と  め

1 ツクラメンの生育経過をみると,草姿,花あがりに
ついて,モ ミ殻用土が腐葉用上にくらべ差異はみとめら

れない。生体重はモミ殻用土が腐葉用土にくらべやや劣

つているが,球根の発育は良好であつた。

2 養分状態r_っぃてみると,モ ミ殻用上は地上部,地
下部とも,チ ノソ濃度は低いが,カ ツ濃度は高くなつた。

養分吸収量は地上部,地下部ともチッン, ソンサンは少

なく,カ ソは多くなつた。

3 モミ殻用上の土壌物理性は,保水性,通気性ともに,
腐葉用上よりすぐれていた。
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